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中期経営計画の見直しに関するお知らせ  

 
当社グループは、本日開催の取締役会において、2023年 12月５日に発表した新・中期経営計画（第Ⅱ期）

「繋ぐ力」について、2026年９月期における目標数値を見直すこととしましたのでお知らせいたします。 

  
記 

   
１．2026 年９月期 見直し後の計画等  

    

 2026年９月期目標 

（修正前） 

2026年９月期目標 

※（修正後） 

2025年９月期実績 

（参考） 

売上高 
億円 

1,500 

億円 

1,180 

億円 

1,255 

営業利益 65 48 42 

ＥＢＩＴＤＡ 130 130 125 

ＲＯＥ 5％以上 4％以上 2.5％ 

自己資本比率 40％台を維持 40％台を維持 38.6％ 

    ※2026 年９月期目標（修正後）の売上高および営業利益については、2025年 11月 13日公表の 

2025年９月期決算短信「2026年９月期の連結業績予想」数値を使用しております。 

 

２．修正の理由 

   食品販売事業においては、利益率重視の事業構造への転換を進めております。この方針に基づき低採算

取引の見直しと在庫管理を徹底しており、売上高およびセグメント営業利益が当初計画を下回る見込みと

なりました。一方で、セグメント営業利益率目標 2.2％は維持いたします。 

また、冷蔵倉庫事業においては、建設費高騰に伴う償却費の増加やエネルギーコストの上昇が想定を上

回る水準で推移しており、セグメント営業利益が当初計画を下回る見込みとなりました。一方で、省エネ

設備への投資加速、料金体系の適正化、稼働率向上による固定費吸収など、収益性改善に向けた取り組み

は継続しております。 

これらを踏まえ、2026年９月期の連結業績目標を上表の通り修正いたします。 

なお、中期経営計画の基本方針「繋ぐ力」および重点施策に変更はなく、持続可能な社会への貢献と企

業価値の向上に向け、引き続き各施策を着実に実行してまいります。 

 

（注）上記の目標数値等の将来に関する記述は、発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績・結果は目標数値あるいは予想と異なる場合があります。  

以 上 


